
遺伝子からわかる

サインポスト「ウイルス感染症リスク判定」

◆特に重要な6種のウイルス感染症に関する
あなたの「ウイルス感染を起こしやすくする
関連遺伝子」と「重症化しやすい関連遺伝子」を
解析
○ハイリスクのウイルス感染症を明らかにする
○リスクを下げる生活習慣や摂るべき食品を提案

個々人の遺伝的リスクに基づく
ライフスタイル・生活習慣を提案

効果的な感染症予防
「オーダーメード予防」の実現へ

<「ウイルス感染症リスク判定」とは？>

<ウイルス感染症リスクと遺伝の関連性>

サインポスト遺伝子検査で遺伝的な感染症リスクを認識し、
適した予防を行うことで有効な予防につながります。

ウイルスは、接触、飛まつなどで、細胞に付着し、細胞内で増殖して細胞外へと排出されます。さらに他の人に

感染してゆく（人人感染）ことが問題となります。 この感染に関して、ウイルスの感染力の強さのみならず人の

遺伝的体質によりウイルスの感染力には違いがあります。

さらにウイルス感染の重症度を決定するのは、感染以後に引き起こる種々の疾患（肺炎、肝がん、慢性免疫不

全など）です。これらのウイルス感染後の疾患の起こりやすさにも、遺伝的体質により、その重症化の程度に違

いがあることが分かってきました。
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<報告レポートイメージ>
報告書の詳細は、
こちらからご覧いただけます。

報告書形式にて6種ウイルスに関する遺伝的リスクの解析結果、
ならびに予防のための個々人の遺伝的リスクに基づいた
ライフスタイル・生活習慣を提案致します。

検査項目名 サインポスト遺伝子検査「ウイルス感染症リスク判定」

検体量 全血2ml

容器 EDTA-2Na (専用バーコード添付のものを使用して下さい)

保存(安定性) 冷蔵

報告期間 検体受領から30日

測定・解析機関 株式会社サインポスト

検査方法 Infinium Assay

備考 申し込み時に遺伝子検査の同意書が必須となります。
「生活習慣病予防プラグラム」「がん遺伝子検査」「肌老化予防プログラム」など他のコー
スの同時受診も可能です。

リスクの高い項目に関しては、感染・
重症化予防のための生活習慣・検
査のアドバイスを提案します。

感染予防として推奨されるライフスタ
イルや検査、遺伝的リスクを補うため
に必要とされる栄養素を提案します。
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遺伝子の測定結果を各ウイルスごと
に解析し、感染リスクと重症化リスク
を3段階で評価致します。
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